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発表日：2024 年 11 月 15 日（金） 

日本経済指標：来週の予測と今週の振り返り 
～カード支出から見た 10 月の実質消費は前月比減少～  

(株)第一生命経済研究所 経済調査部 

日本経済短期チーム（℡：03-5221-4525） 

〇来週（11 月 18日～11月 22 日）の主な指標予測 

 指 標 名 当社予測 市場予測 前回結果 

11 月 18 日 

 

 

 

 

(月) 8:50 9 月機械受注統計     

    船電除く民需（前月比） ＋1.7％ ＋2.1％ ▲1.9％ 

    （前年比） ＋1.8％ ― ▲3.4％ 

11 月 20 日 

 

 

(水) 8:50 10 月貿易統計     

    輸出金額 （前年比） ＋3.8％ ＋1.0％ ▲1.7％ 

    輸入金額 （前年比） ＋0.5％ ▲0.3％ ＋2.1％ 

    貿易収支（原数値、億円） ▲3,697 ▲3,452 ▲ 2,941 

  14:00 10 月コンビニエンスストア統計     

    既存店ベース売上高（前年比） ― ― ＋0.7％ 

11 月 22 日 

日 

 

 

 

 

(金) 8:30 10 月消費者物価指数（全国）     

    全国総合（前年比） ＋2.2％ ＋2.3％ ＋2.5％ 

    全国コア（前年比） ＋2.3％ ＋2.2％ ＋2.4％ 

  8:30 9 月毎月勤労統計・確報     

    名目賃金（前年比） ― ― ＋2.8％ 

（注) 市場予測は Bloomberg、日経 QUICK調査をベースに作成 

 

９月機械受注・船舶電力除く民需 当社予想：前月比＋1.7％ 中央値：同＋2.1％ 

9月の機械受注（船舶電力除く民需）は前月比＋1.7％と、3か月連続の増加を予想する。製造業で先

月までの減少からの反動増が出るとみるが、海外経済の減速による下押しを受け、均せば機械受注の

持ち直しには一服がみられる。仮にこの数値が実現すれば、7-9月期は前期比▲0.6％となる。内閣府

見通しを下回る低調な結果となる可能性が高い。 

（副主任エコノミスト：大柴 千智） 

 

10月貿易統計・貿易収支額（原数値） 当社予想：▲3,697億円 中央値：▲3,452億円 

10月の貿易収支を▲3,898億の赤字（季節調整値）と予想する。物価変動の影響を除いた実質輸出

（季節調整値）は、5か月ぶりに前月比減少に転じる可能性が高い。米国や中国等の主要輸出相手国向

けは景気減速や自動車需要の一巡によって伸び悩んでおり、10月も低調に推移したとみられる。 

（副主任エコノミスト：大柴 千智） 

 

10月全国消費者物価指数（生鮮食品除く総合） 当社予想：前年比＋2.3％ 中央値：同＋2.2％ 

CPIコアは前年比＋2.3％と、９月の＋2.4％から上昇率がやや鈍化するだろう。昨年 10月に電気・ガ

ス代補助金が半減され、上昇していたことの裏が出ることが押し下げ要因となる。一方、エネルギー
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を除いた日銀版コアについては、食料品価格の大幅上昇によって伸びを拡大させる可能性が高い。 

（シニアエグゼクティブエコノミスト：新家 義貴） 

 

〇今週（11 月 11日～11月 15 日）の振り返り 

 指 標 名 結果 市場予測 前回結果 

11 月 11 日 

 

 

 

 

(月) 8:50 9 月国際収支統計     

    経常収支（原数値、億円） ＋32,628 ＋31,398 ＋38,036 

  14:00 10 月景気ウォッチャー調査     

    現状判断 ＤＩ（季節調整値） 47.5pt ― 47.8pt 

    先行き判断 ＤＩ（季節調整値） 48.3pt ― 49.7pt 

11 月 13 日 

 

 

(水) 8:50 10 月企業物価指数     

    （前月比） ＋0.2％ ― 0.0％ 

    （前年比） ＋3.4％ ＋3.0％ ＋2.8％ 

11 月 15 日 

日 

 

 

 

 

(金) 8:50 7－9 月期 GDP1 次速報     

    実質 GDP 成長率（前期比） ＋0.2％ ＋0.2％ ＋0.7％ 

    （同年率） ＋0.7％ ＋0.6％ ＋2.9％ 

    名目 GDP 成長率（前期比） ＋0.5％ ＋0.8％ ＋1.8％ 

    GDP デフレーター（前年比） ＋2.5％ ＋2.7％ ＋3.2％ 

 

９月ＪＣＢ消費ＮＯＷ・消費総合指数 

10月のカード支出から見た実質消費支出（季節調整値）は、前月比▲2.2％（9月：同▲1.0％）とな

った（実質化と季節調整は第一生命経済研究所）内訳をみると財、サービスともに減少した。2か月連

続の減少となり、実質消費の回復は鈍い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10月企業物価指数・国内企業物価 

10月の国内企業物価は前年比＋3.4％となり、市場予想を上回った。同時に 9月分の数値が上方修正さ

れたことにより、前年比では 2か月連続の３％台での推移となった。前月分を大きく押し上げた農林

水産業のほか、輸入コスト上昇の反映が早い非鉄金属などが押し上げた。一方で、電気・ガス・水道

は 9月分より政府の補助金が再開されたことで鈍化が続いた。 

○ 詳細は、11/13 発表「企業物価指数（2024 年 10 月）～2 か月連続の前年比上昇率拡大～」

（https://www.dlri.co.jp/report/macro/388050.html）もご参照ください。 
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カード支出に基づく実質消費（季調値）

（出所）JCB／ナウキャスト「JCB消費NOW」

実質化と季節調整は第一生命経済研究所。
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https://www.dlri.co.jp/report/macro/388050.html

